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第２四半期連結累計期間業績予想と実績との差異および 
通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 26 年 11 月６日開催の取締役会において、平成 26 年５月９日に開示した平成 27 年３月期第

２四半期連結累計期間（平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日）の業績予想と本日開示の実績値との差異

および最近の業績の動向等を踏まえ、平成 27 年３月期（平成 26 年４月１日～平成 27 年３月 31 日）の業績

予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想と決算における実績との差異について 

平成 27 年３月期第２四半期連結累計期間業績予想と実績の差異（平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

18,000

百万円

800

百万円

800

百万円 

500 

円銭

27.21

今 回 発 表 実 績 （ Ｂ ） 16,146 270 533 372 20.27

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △1,854 △530 △267 △128 －

増  減  率 （ ％ ） △10.3 △66.3 △33.4 △25.6 －

（参考）前期第２四半期連結実績 

（平成 26 年３月期第２四半期） 
16,035 545 630 460 27.34

 
 

２．業績予想の修正  

平成 27 年３月期連結業績予想の修正（平成 26 年４月１日～平成 27 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

36,500

百万円

1,800

百万円

1,900

百万円 

1,200 

円銭

65.31

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 32,400 600 700 500 27.21

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △4,100 △1,200 △1,200 △700 －

増  減  率 （ ％ ） △11.2 △66.7 △63.2 △58.3 －

（ 参 考 ） 前 期 連 結 実 績 

（ 平 成 2 6 年 ３ 月 期 ） 
32,814 955 1,115 665 37.90

 
 



 

３．差異および修正の理由 

日本では、ゼラチンの販売価格改定の実施時期に遅れはありましたが、ほぼ計画通りとなる見込みです。

しかしながら、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動の長期化、天候不順による消費の低迷などの影響に

より、コラーゲンペプチド、食品材料、ホットメルト形接着剤の需要が減少しています。また、米国ペプ

チド工場の稼働遅れ、新製品であるシーリング材（高機能樹脂）の採用は始まっているものの、当初予定

よりも遅れ、想定した水準には至っておりません。さらに、国内販売子会社の再編を目的に合弁会社（株）

アイビスは平成 26 年９月より清算手続きに入っており、第３四半期以降の販売減少を見込んでおります。 

海外では、コラーゲンペプチドの販売は堅調に推移しておりますが、米国でのフィッシュオイルに関す

るネガティブ情報によりサプリメント市場が縮小しカプセル用ゼラチンの需要が減少しています。この結

果、ゼラチン需要が軟化し、計画より販売数量が減少し、単価も低下しています。 

以上の販売計画未達に伴う利益の減少に加え、牛骨ゼラチン原料価格の高止まり、日本でのエネルギー

コストの上昇により利益環境の悪化を見込んでおります。 

この状況に対して当社グループの総力を挙げて対策を講じておりますが、平成 27年３月期第２四半期連

結累計期間での業績予想との差異が発生し、平成 27 年３月期連結業績予想を修正することとなりました。 

 

※ 上記業績予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因により、予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


